


「
広
報
み
ず
ま
き
」
、
お
か
げ
さ
ま
で
7
0
0
号

ま
ち
の
息
吹
を
伝
え
た
い
。

早
い
も
の
で
　
「
広
報
み
ず
ま
き
」
　
は
今
月
で

七
〇
〇
号
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和
乃
年
に
創
刊

さ
れ
、
今
年
で
4
4
年
。
今
回
は
、
昔
の
ペ
ー
ジ

を
め
く
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
を
簡
単

に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
の

こ
ろ
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

誕
生
は
4
4
年
前
。

町
を
愛
す
る
熱
い
思
い
は
、

そ
の
と
き
か
ら
受
け
継
が
れ
た
も
の
だ
っ
た

現
在
、
発
行
し
て
い
る
「
広
報
み
ず

ま
き
」
は
、
町
制
1
0
周
年
の
昭
和
2
5
年

に
「
町
報
み
ず
ま
き
」
と
し
て
創
刊
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に

記
念
す
べ
き
創
刊
号
が
保
存
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
中
で
第
一
号
を
お
持

ち
の
方
は
、
役
場
総
務
課
庶
務
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
、
懐
か
し
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
め
く
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
昭
和
2
5
年
1
月
1
5
日
に
発
行
さ

れ
た
第
2
号
で
は
　
「
〝
男
の
華
″
消
防

だ
ん
ふ
く

出
初
式
　
新
調
の
園
服
勇
ま
し
く
」
と

い
う
見
出
し
で
、
出
初
式
の
様
子
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
冒
頭
を
読
ん
で

み
る
と
「
ジ
ャ
ン
、
ジ
ャ
ン
、
ジ
ャ
ン
、

（

と
暁
を
破
っ
て
け
た
た
ま
し
く
半
鐘
が

鳴
る
、
鳴
る
、
す
わ
一
大
事
と
新
調
の

サ
シ
コ
に
身
を
か
た
め
、
一
難
配
か
ら

十
四
分
園
ま
で
男
の
華
を
競
ひ
っ
つ

ま
と
い

纏
先
頭
に
頃
末
校
々
庭
に
集
合
し
た
」

と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
年
配
の
人
に
は
、
な
つ
か
し
い
語

り
口
調
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
2
8
年
7
月
1
日
の
第
七

七
号
は
、
大
洪
水
に
よ
る
被
害
状
況
を

克
明
に
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
洪
水
は
、

同
年
6
月
2
5
日
か
ら
降
り
始
め
た
豪
雨

に
よ
り
遠
賀
川
や
堀
川
、
羅
漢
川
な
ど

が
氾
濫
し
て
家
屋
や
農
作
物
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

「
焼
け
つ
く
よ
う
な
太
陽
の
も
と
に

遠
賀
川
は
悠
々
と
流
れ
て
居
る
。
あ
れ

だ
け
の
恐
怖
と
痛
手
を
我
々
に
与
え
な

が
ら
何
も
な
か
っ
た
か
の
様
に
、
お
だ

や
か
な
表
情
で
！
今
更
な
が
ら
自
然
の

力
の
大
き
さ
を
し
み
じ
み
思
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
」
と
、
当
時
の
大
貝
一
五
一
二

町
長
が
お
見
舞
い
の
言
葉
を
述
べ
て
い

ま
す
。こ

の
こ
ろ
は
、
月
に
一
回
発
行
し
て

い
ま
し
た
が
、
発
行
日
は
決
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
紙
型
は

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
　
（
現
在
の
広
報
の
2
倍

の
大
き
さ
）
　
で
、
表
と
裏
の
印
刷
で
し

た
。
写
真
や
グ
ラ
フ
も
少
な
く
、
「
お

知
ら
せ
」
中
心
の
広
報
紙
で
し
た
。

そ
れ
で
も
昭
和
3
8
年
4
月
1
8
日
発
行

の
第
一
九
〇
号
で
は
、
当
時
の
広
報
マ

ン
の
広
報
へ
の
思
い
入
れ
と
熱
意
が
伝

わ
っ
て
く
る
編
集
後
記
が
最
後
を
締
め

く
く
っ
て
い
ま
す
。

「
編
集
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の
仕
事
、

冷
汗
三
斗
の
思
い
。
皆
様
の
率
直
な
る

御
批
判
を
仰
い
で
、
よ
り
よ
き
広
報
に

し
た
い
と
胸
に
秘
め
つ
つ
夜
半
の
雨
音

に
ペ
ン
を
置
く
。
日
は
去
り
月
移
り
人

変
わ
る
。
人
生
こ
れ
う
た
た
。
『
広
報

水
巻
』
は
生
き
て
い
る
」
と
。



よ
り
新
し
く
、
よ
り
親
し
み
や
す
い

そ
ん
な
広
報
紙
を
目
指
し
て

時
代
と
と
も
に
着
実
に
進
化

0

昭
和
4
9
年
4
月
1
0
日
発
行
の
第
三
〇

六
号
か
ら
こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
様
変

わ
り
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
発
行
が
月
一

回
か
ら
毎
月
1
0
日
と
2
5
日
の
一
一
回
に
増

え
、
大
き
さ
も
家
庭
で
保
存
し
や
す
い

よ
う
に
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
か
ら
Ｂ
5
判
に

変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
配
布
も
地
区
の

駐
在
員
か
ら
、
町
が
委
託
し
た
配
布
人

こだわり持って生きている人や何がに
熱中している人などに登場していただ
き、その経緯や将来の夢を語ってもら
いました。陸上競技で記鐘を作った中
学生のほか芸術家や海外協力青年隊員
など幅広い層を対象にした企画でした。

「
連
載
物
」
は
広
報
の
魅
力
の
一
つ
。

紙
面
を
彩
っ
て
く
れ
た
数
々
の

「
連
載
物
」
か
ら
、
気
に
な
る
も
の
を

ぴ
っ
く

あ
っ
ぷ
欄間 買弧暗和5時12月胤 糾5－平成元年川 棚．糾5

が
各
家
庭
に
お
届
け
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
の
　
『
広
報
み
ず
ま
き
』

の
原
型
と
な
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
表
紙
に
大
き
な
一
枚
写
真
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の

こ
ろ
か
ら
で
す
。
写
真
は
季
節
感
の
あ

る
催
し
の
ほ
か
何
気
な
い
町
の
表
情
を

と
ら
え
た
も
の
が
多
く
、
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

～
＼ノ

ー

健康について町民と一緒に考

えていこうというコーナ「。
病気の予防はもちろん、ノー保健
婦からの提言や町民の投稿な
どいろんな角度から健康つく

りをアピール。現在も元気に
続いています。

郷土史研究家の故・柴田貞志さんによる執
筆。膨大な資料をもとに忘れ去られようと
する史実を巧みに表現。昔の水巻を知るう
えでも、貴重なものでした。

写真で昔と今を見比べてみるという企画。
掲載した写真の大部分は、町民から提供さ
れたものです。人気のコーナーでした。

代
こ
ろ
の
「
町
報
み
ず
ま
き
」

（
昭
和
2
5
年
1
月
は
日
発
行
・
第
2
号
）

ト
第
加
号
で
は
、
「
広
報
水
巻
」
と
名

称
と
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
っ
て
い
ま
し
た

（
昭
和
3
9
年
2
月
2
5
日
発
行
）

3



700号までの

昭和25年1月
昭和39年3月

広報コン昭和39年度

昭
和
5
3
年
3
月
1
0
日
発
行
の
第
四
〇
〇

号
を
見
て
み
る
と
、
大
雪
で
書
ぶ
子
供

た
ち
が
表
紙
を
飾
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
5
5
年
1
1
月
1
0
日
に
発
行
さ
れ
た

第
四
六
四
号
は
、
町
制
4
0
周
年
記
念
号

で
す
。
町
長
の
視
辞
の
ほ
か
記
念
式
典

や
町
の
歩
み
、
思
い
出
の
写
真
な
ど
表

紙
か
ら
7
ペ
ー
ジ
の
特
集
を
組
ん
で
い

ま
す
。今

で
は
お
な
じ
み
と
な
っ
た
　
「
元
気

な
赤
ち
ゃ
ん
」
　
の
コ
ー
ナ
ー
が
第
四
八

三
号
　
（
昭
和
5
6
年
8
月
2
5
日
発
行
）
　
か

ら
始
ま
り
、
シ
リ
ー
ズ
も
の
も
連
載
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
5
7
年
1
2
月
1
0
日
発
行
の
第
五
一

四
号
か
ら
は
、
郷
土
史
研
究
家
の
故
・

柴
田
貞
志
さ
ん
　
（
机
）
　
の
執
筆
に
よ
る

「
水
巻
昔
ば
な
し
」
が
ス
タ
ー
ト
。
一

回
官
は
「
地
名
の
由
来
」
　
の
タ
イ
ト
ル

で
水
巻
の
地
名
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
地
名
の
由
来
の
ほ
か
、
町
内

に
残
さ
れ
て
い
る
伝
説
や
忘
れ
去
ら
れ

よ
う
と
す
る
炭
坑
の
様
子
が
歯
切
れ
の

つ
づ

良
い
文
章
で
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

読
み
ご
た
え
の
あ
る
こ
の
連
載
を
毎

月
楽
し
み
に
し
て
い
た
人
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
「
水
巻
昔
ば
な
し
」
は
平

成
元
年
7
月
の
第
六
四
五
号
ま
で
、
実

に
百
三
十
二
回
に
及
ぶ
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

「
広
報
み
ず
ま
き
」
は
町
づ
く
り
の
一
つ
の
手
段
。

小
さ
な
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら

こ
れ
か
ら
も
町
民
と
一
緒
に
歩
ん
で
い
き
た
い

Ｂ
5
判
か
ら
現
在
の
サ
イ
ズ
へ
と
紙

面
が
一
回
り
大
き
く
な
っ
た
の
は
、
昭

和
6
2
年
4
月
1
0
日
発
行
の
第
六
一
八
号

か
ら
で
す
。
1
0
日
号
は
、
1
2
～
1
8
ペ
ー

ジ
と
ペ
ー
ジ
数
も
増
え
て
、
今
も
抗
い

て
い
る
「
こ
ん
に
ち
は
保
健
婦
で
す
」

や
「
ま
ち
の
わ
だ
い
」
　
の
コ
ー
ナ
ー
が

登
場
し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
か
ら
写
真
や
グ
ラ
フ
が
紙

面
を
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
り
、
視
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′、

覚
に
訴
え
る
こ
と
を
重
視
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
以
降
、
内
容
も
多
彩
な
企

画
や
特
集
な
ど
を
織
り
ま
ぜ
な
が
ら
、

さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
2
5
日
号
が
「
お
知
ら
せ
版
」
　
へ

と
変
わ
っ
た
の
も
こ
の
月
か
ら
で
す
。

町
制
5
0
周
年
の
平
成
2
年
は
、
年
間

を
通
し
て
記
念
事
業
が
数
多
く
行
わ
れ

ま
し
た
。
広
報
で
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
独
自
に
5
0
年

の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
特
集
な
ど
を
組

み
、
住
民
と
町
が
一
丸
と
な
っ
て
盛
り

上
が
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
平
成
2
年
8
月
1
0
日
発

行
の
第
六
五
八
号
が
、
福
岡
県
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
で
特
選
に
輝
き
、
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
も
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
号
で
は
「
県
道
水
巻
・
芦
屋
線
を

考
え
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
県
道

の
草
刈
り
と
い
う
取
り
組
み
に
く
い

テ
ー
マ
に
挑
戦
。
し
か
し
、
住
民
や
行

政
に
対
し
て
積
極
的
に
問
題
を
提
起
し

た
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
然
保
護
へ
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
平
成
3
年
8
月
発
行
の
第

六
七
〇
号
か
ら
再
生
紙
を
使
用
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

住
民
と
の
対
話
を
活
発
に

す
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

『
広
報
み
ず
ま
き
』
　
は
、
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
だ
け
が
日
的
で
は
な
く
、

町
づ
く
り
の
一
つ
の
手
段
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
こ
れ
か
ら
の

課
題
は
、
住
民
と
行
政
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
対
話
を
活

（

ト
初
節
句
の
赤
ち
ゃ
ん
を
初
め
て
表
紙

で
紹
介
し
た
第
脚
号

（
昭
和
5
7
年
5
月
用
日
発
行
）



広報みずまき、おかげさまで700号

へ

魂
に
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
方
的

な
情
報
伝
達
で
は
理
解
さ
れ
な
い
し
、

信
頼
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
住

民
に
問
い
掛
け
て
い
く
と
同
時
に
、
表

面
に
出
て
こ
な
い
住
民
の
声
を
集
め
て

紙
面
で
紹
介
し
、
答
え
て
い
ぐ
こ
と
が

重
要
な
の
で
す
。

創
刊
号
か
ら
第
七
〇
〇
号
ま
で
、
広

報
紙
は
い
ろ
い
ろ
な
話
題
を
取
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。
昭
和
2
5
年
か
ら
の
水
巻

町
の
歴
史
と
皆
さ
ん
の
　
『
元
気
』
　
が
、

こ
の
七
〇
〇
号
の
中
に
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
広
報
を
発
行
で
き
た
の

へ

も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。

い
き
な
り
の
取
材
に
快
く
応
じ
て
く

れ
た
人
、
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
た
人
、

「
写
真
は
イ
ヤ
」
と
い
う
の
に
カ
メ
ラ

を
向
け
る
と
笑
顔
で
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て

く
れ
た
人
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
な
皆
さ
ん
に
会
え

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ト
Ｂ
5
版
か
ら
現
在
の
大
き
さ
に
。

内
容
も
さ
ら
に
充
実

（
昭
和
6
2
年
4
月
用
日
発
行
・
第
悶
号
）

広
報
を
配
布
し
て
2
0
年

越
智
福
代
さ
ん
（
下
〓
）

配布先での

出会いが発しみです

「広報みずまき」を20年間配布してき
ました。広報を配ることは、楽しいこと
ば力＼リで辛いと思ったことは一度もあり
ません。なによりも配布先でいういな人
と出会い話ができることが大好きです。
また、町の四季や自然を感じることがで
きますし、健康にもとてもいいんです
よ。それと配っていて気がついたことな
んですが、暗くて安心して通れない道が
あるので、街灯を増やして欲しいです。
これからも広報を待っている皆さんに会
うのを楽しみに頑張っていきます。

机
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞

「
広
報
机
が
丘
」
編
集
委
員

西
浦
高
子
さ
ん
（
梅
ノ
木
団
地
）

ＰＴＡ新潮の

参考にしています。
今、私たちは「広報机が丘」の卒業特

集号に取りかがっていますが、見出しや
字体などは「広報みずまき」を参考にし
ています。です力＼ら毎月、広報は、すみ
すみまで読むようにしています。主婦と

しては「税のコーナー」や暮らしの情報
などに気をつけて読んでいます。また最
近、水巻のことをあまり知らない人たち
が増えてきていますので、歴史のページ
などはとても大切だと思います。最後
に、読者の立場から広報に望むことです
が、住民の知らない行政のことも詳しく
取り上げて欲しいですね。

Ｊ



男性のなかにも着物姿がちらほら。

20歳の誓いを読む二子石優子さん。

′て7＼

成人式はまるで同窓会。

1月15日、中央公民館で開かれた成人式には華やかな振り￥でや真新し

いスーツ姿の新成人330人が参加。会場はまるで同窓会を思わせるような

雰囲気で、それぞれの思い出話に花が咲いていました。

な
つ
か
し
い
ね
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
。

ｂ

奴

鷺

療

琴

　

数

諌

歳
、
華
咲
ぐ
と
き
。

視
成
人
●
こ
の
日
、
み
ん
な
一
回
り
大
き
く
見
え
た
。

鱒二．．呼．：照一・詩想・慨三
臆ｌ寄畑拙樟寮「

β



嵐　 夢芸 ｙ　㌍　 車　 慧賢覧蔑託
の．3ｒ

時間中軸廟痺細針

2月16自体）高松団地1～12棟
2月17日休）高松団地13～24棟
2月18日栓）吉田団地
2月21日伯）二・サニーニュータウン

野間団地・二団地
2月22日（州　下二・人江興産・林住宅
2月23日（村　立屋敷・伊左座・みずほ

団地
2月24日休）頃末南・水巻苑・松栄荘

3月2日（水）頃未北・高尾団地・中央区
3月3日（杓　猪熊
3月7日的）机・古賀・新生街・樋口・

緑ヶ丘
3月8日伏）お力＼の台団地・猪熊町住

3月9日㈱　梅ノ木団地・古賀団地
3月10日（杓　吉田－・吉田二・イウゼ町

住・宮尾台
3月11日塩）吉田三・垣涼呵住・緑風圃

団地

3月14日伯）鯉口団地・鯉口分譲・美吉
野団地

2月25日僅）立屋敷・伊左座・二・下
二・吉田－・吉田二・吉
田三

3月4日徐）頃未・机・古賀・樋口・
猪熊

土地や建物を売った人は、2月25日ま
たは3月4日においでください。
（税務署より通知があります）

期間中は納税相談も行いますので、お
気軽に相談ください。詳しくは役場課
税係まで。

ま
も
な
く
町
県
民
税
の
申
告
と
確
定
申
告
が
始
ま
り

ま
す
。
申
告
期
限
は
　
「
町
県
民
税
」
　
「
所
得
税
」
　
い

ず
れ
も
3
．
月
1
5
日
（
火
）
で
す
。
町
県
民
税
（
住
民
税
）

の
申
告
書
は
、
原
則
と
し
て
1
月
1
日
現
在
で
住
所

が
あ
る
市
町
村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が

ま
り
ま
す

ト申告をしなければならない人
住民税・国民健康探検税の申告をしな

ければならない人は次のとおりです。
（所得税の確定申告をした人は、住民

税の申告は必要ありません。）
●自営業の人　㊧農業の人

◎外交員や集金人などの自由業の人

ｅ家賃などの不動産収入のある人
◎大工や左官業の人
◎日雇など、日給で働いている人

命年金や恩給を受けている人
博されてい

ない人や∴給与以外の所得があった人

◎国民健康保険加入者で、遺族年金や障
害年金・雇用保険・婆の他扶助料の収

人のある人
ト申告に必要な書類

の平成5年中の収入 所得のわかる資料
イ∴年金・恩給の支払通知書
ロ．源泉徴収票　八 給与明細書

二，収入の内容がわかる帳簿など

◎国民健康保険税の納税証明書
役場納税係②番窓口で交付します。

◎国民年金支払証明書
役場国民年金係①番窓口で変府します。

⑳生命保険支払証明書
◎印鑑

⑳ま行または農協の通帳口座番号
所得税の還付や支払用です。

商売や事業を営んでいる人、給

与以タトに収入のあるサラリーマン

の人、地代や家賃収入のある人な

ど確定申告の時期がやってきまし

た。

所得税の確定申告は2月16日か

ら始まり七　月摘日までです。例

年、期限間近になりますと、窓口

は大変混雑しますので、申告はで

きるだけ早めに済ませてください。

還付申告は

集中違付申告センターで
■相談は無料■

ベテラン税理士と国・県などの職

員が対応します。

●期間　2月1日～3月15日

（土、日曜・祭日は除く）

●会場　北九州市立商工貿易会館

1隙く小倉北区モルー

ル星適新前）

●受付　午前9時～午後4時

●問い合わせ　若松税務署まで

（℡761－2536）



遠
賀
郡
四
か
町
消
防
合
同
出
初
式

一
段
と
勇
ま
し
く
。

新春を飾る恒例の遠賀郡四か町消防合同出初式が1月9日、水巻南中学校の
グラウンドで行われました。今年は好天にも恵まれ、消防団員が息の合った分
列行進や小隊訓練、ポンプ車操法などを行い、日ごろの訓練の成東を披露。続
いて、表彰伝達式が行われました。

水巻町の受賞者は次のとおりです。（敬称略）
●県知事感謝状＝徳永弥太郎・増田芳幹・坂口健治・清水義夫・増田博己
●県消防協会長表彰　永年勤続（25年）＝藤本安男・浅沼政次　（20年）＝徳
永弥太郎・臼井秀雄・宮崎関連・清水義夫　（15年）＝中田清孝　（10年）＝
経塚慶次・板垣篤司　（優良団員）＝町田信彦・宮崎雄介・竹原拓・三隈政明
（親子消防団員）＝羽地遺和夫・羽地鉄舟　●県民火災共済組合理事長表彰（分
団）＝第四分団　（個人）＝藤本安男　●消防協会遠賀支部長表彰＝坂口文男・
杉野重勝　●消防団長表彰＝入江雅道・諌山嘉登

甜ク玖クー柑効冴朗物小

／へ、、

中央公民館講座「コミュニティカルチャー・ヤング水巻」

30歳までの人を対象にした講座「コミュニティカルチャー・

ヤング水巻」が、中央公民館で始まりました。この講座は、占

いやテーブルマナーなど趣向を凝らした7回のコースで行われ

ます。参加者も学生やＯＬの女性ばかり13人。

1月27日の第一回目は、「バレンタインカードを作ろう」と

遷して原色押花の製作に挑戦。カードにピンセットを使って押

し花をはっていく表情は真剣そのもの。

「友達に誘われたのが、参加したきっかけです」と、初めて作っ

たカードを手に話してくれた佃加代子さん（猪熊）。

まだ定員には余裕がありますので、興味のある人は中央公民

館（℡20ト0401）まで。

おじいちゃん、これ′あげるヨ。

田中町長、吉田保育園で「一日保母」

1月14日、田中町長が「一日保母」として吉田保育所を訪れ
ました。この「一日保母」体験運動というのは、全国保母会が
行政関係者や地域の住民に保育所に対する理解を深めてもらお
うと行われているものです。今回この運動を受けて吉田保育園
が、初めて町長を招いたものです。

「保育の現状とこれから水巻を背負っていく子供たちを見て

欲しかった」と語る相原園長。
田中町長は、園長の説明を受けながら乳幼児クラスを含めた

仝クラスを見学。町長も園児たちの人なつっこい笑顔に触れ、
楽しいひとときを過ごしました。

β



グラウンドゴルフセットをいただきました

「今までお世話になったお礼に」と、三
好政敏さん（猪熊）からグラウンドコル
プセットが体育係に贈られました。1月20
日、体育係を訪れた長男の三好達雄さん
から職員に手渡されました。一般への貸
出しも行っています。ご利用ください。

コスモスの種のプレゼント

水巻呵商工会からコスモスの種をいただ

きました。この種は成人式の日に新成人

へのプレゼントとして贈られました。

タ

1月30日、若松区の岩屋海岸で水巻町空手道スポーツ少

年団の寒げいこが行われました。この日、北九州地方の天

候は雪。団員たちは、うっすらと雪化粧した海岸をランニ

ングをしたあと、浜辺で型の練習をして体を温め、上半身

裸になって冬の海に入りました。

団員は小学生から高校生までの20人。海の中で一列にな

り、寒さを吹き飛ばすために大きな掛け声を出し、突きの

練習をしたり、水をかけ合ったりしました。

「足が冷たくてとても寒かったけど、年に一回だから頑張

りました」と元気な声で話してくれた木戸あゆみちゃん（伊

左座小5年）。けいこが終わり、たき火のまわりで暖を取

る子供たちの姿は、どこかたくましく見えました。

猪
熊
公
民
館
落
成
式
・
祝
い
の
つ
ど
い

で
き
た
て
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
舞
台
で
、
初
舞
台
。

空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
寒
げ
い
こ

寒
さ
な
ん
か
に
負
け
な
い
ぞ

1月23日、猪熊公民館の落成式が行われました。午前

中の式典には、自治会役員や町関係者など80人が出席。

「この公民館に負けないような文化を作っていきたい」

と話してくれたのは、猪熊副区長の小河三千雄さん。

午後からは、地域の人たちによる「祝いのつどい」が

行われ、新しい舞台でギターの演奏や踊りを披露。中で

も地元の中学生による「猪熊太鼓」では、集まった人た

ちから大きな拍手が贈られていました。「夢と友達づく

り」がテーマの「猪熊太鼓」は、昨年の秋祭りがきっか

けで練習が始まったもので、この日が初舞台。

「練習の方が上手にできたました」と風邪ぎみの中、

一生懸命にバチを振るっていた木幡圭太郎くん（猪熊・

水中1年）。地域に根ざした伝統文化になることを期待
しています。



健康づくりシリーズ⑳

健
康
づ
く
り
教
室
㈱

～
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
予
防
教
室
よ
り
～

最
近
、
生
活
習
慣
の
変
化
に
よ
る
影

響
が
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
人

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

今
回
か
ら
2
回
に
わ
た
り
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

昨
年
9
月
か
ら
今
年
1
月
ま
で
遠
賀

保
健
所
で
健
康
づ
く
り
教
室
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
教
室
で
は
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
テ
ー
マ
に
、
参
加
者
全
員
が

疑
問
や
考
え
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
知

識
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
健
康
教
室
で
の
学

習
場
面
を
再
現
し
な
が
ら
、
気
づ
い
た

こ
と
や
分
か
っ
た
こ
と
を
、
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。

よ
う
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず

「
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
と
は
何
か
」
を
知
る
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
参
加
者
全
員

が
感
じ
と
り
ま
し
た
。

学
習
を
始
め
る
ま
え
に

ま
ず
学
習
を
始
め
る
ま
え
に
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
や
疑
問
な
ど
を
自
由
に
出
し
合
い

ま
し
た
。
そ
の
模
様
を
再
現
し
て
み
ま

し
ょ
，
つ
。

保
健
婦
　
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
っ
て
な

ん
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」

受
講
生
「
油
・
・
・
」

保
健
婦
　
「
ど
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す

カ
？
」

受
講
生
　
「
体
の
中
ど
こ
に
で
も
あ
り

そ
う
」
「
血
液
の
中
」

こ
の
よ
う
に
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

検
診
で
採
っ
た
血
液
の
中
で
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
異
な
る
4
人
の
血
液

を
見
比
べ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
「
色

や
透
明
度
が
違
う
」
　
と
驚
き
の
声
。

そ
こ
で
、
一
人
一
人
の
血
液
を
採
り
、

そ
の
姿
を
肉
眼
で
観
察
し
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

●
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
人
の
血

液
は
、
白
く
濁
っ
て
い
る
。

●
人
に
よ
っ
て
、
血
液
の
色
や
濃
さ
が

違
う
。

ロ
ー
ル
が
あ
る
の
か
を
調
べ
ま
す
。

そ
の
結
果
を
も
と
に
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
働
き
や
食
事
と
の
関
係
な
ど

を
参
加
者
全
員
で
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

●
脳
や
内
蔵
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

●
細
胞
膜
や
ホ
ル
モ
ン
を
作
る
働
き
が

あ
る
。

●
多
す
ぎ
る
と
、
血
管
の
壁
に
つ
く
っ

て
い
て
血
液
の
通
り
道
が
狭
く
な
り

動
脈
硬
化
や
狭
心
症
を
引
き
起
こ
す

こ
れ
ま
で
の
学
習
で
、
参
加
者
全
員

は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
対
す
る
基
本
的

な
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

次
回
は
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
予
防

の
た
め
、
「
運
動
と
栄
養
」
　
に
つ
い
て

学
習
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
は

こ
こ
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
や
図
な
ど
の

資
料
を
使
っ
て
、
人
間
の
体
の
中
の
ど

の
部
分
に
ど
の
く
ら
い
の
コ
レ
ス
テ

「

45歳の自営業です。国民年金

には20歳から加入しているのＱ
で、老齢基金年金の受給資格期間の

25年を満たしました。今後、保険料

を払わなくてもいいのでしょうか？

たとえ受給資格期間を満にし

ていても、国民年金には60歳
まで加入し、保険料を納めなければ

なりません。また、65歳から満額の

年金を受け取るためには、20歳から

60歳までの40年間すべて保険料を納
付しなければなりません。

なるほど納得、画展年会。
20歳から10年間会社勤めをした

後、脱サラしました。国民年金●Ｑ
はあまり期待していないので、保険料

を納めていません。その分個人年金で

補うつもりですが…　‥。

20歳以上60歳未満の人はすべて

国民年金に加入しなければなリ

ません。また、未加入や保険料の滞納

が長い間続くと、老齢厚生年金の受給
資格期間も満たせなくなり、せっかく

10年間力＼けに厚生年金も受給できなく

なります。なお国民年金は個人年金と

ちがい将来受け取る年金額の価格が下

これまで国民年金に加入してい

ましたが、今度サラリーマンと　●

●　がらないよう、完全自動物価スライド　●

制がとられています。

Ｑ
結婚することになりました。国民年金

はこのままでいいのですか？

国民年金の第一号被保険者から

第3号被保険者に変わることに

なりますので、役場国民年金係に種別
変更届けをしてください。この手続き

によって、第3号被保険者の資格を得

ることになります。
また、第3号被保険者は、保険料を

自分で納める必要はありません。妻の

保険料は夫の厚生年金制度から拠出金

として国民年金制度に支払オつれます。

夫の給料から天引きされるわけではあ
りません。

1〃



医療です。
このコーナーでは70歳（一定の障

害がある場合は65歳）以上の人を対
象にした老人医療制度を紹介します。

◎町内に住んでいる人

◎健康保険に加入している人

◎生活保護法による医療保護を受けてない人

◎70歳以上の人または次の障害要件を満たしている65

歳以上の人

【障害要件】

（1）国民年金法による障害基礎年金の1級または2級

に該当する人

（2）身体障害者手帳の1・2・3級の人、4級のうち

音声・言語機能障害をもつ人と下肢障害の1号・

3号・4号に該当する人

（3）福岡県療育手帳の判定が「Ａ」の認定を受けてい

る人

（4）障害もしくは病状が（1），（2），（3）と同程度以上であ

ると認められる人

州支給を開始する日

①70歳の誕生日の翌月の初日から。1日生まれの人は

その月の初日から。

（芸：；：
6月10日生まれの人→7月から対象に

6月1日生まれの人→6月から対象に

②65歳からの人は申請月の翌月の初日から。

（診転入の場合は転入の日から。

◇外　来1月に1000円（通院する病院ごとに）

◇入　院1日に700円

持ってくるもの
健康保険証こ印かん、65歳からの人は￥の障害要件

に該当することを証明する書類（障害者手帳・年金証

明書・療育手帳など）

藩 、謳定1 のニ、、ｅＳ ヨま‾撃 拳 骨

訂正とおわび1月10日号の「医療費の公費支給制度」の
表の中で「重度障害者」とあるのは「重複障害者」の誤り
でした。訂正し、おわびします。
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秋・寮の写真

締切りは2月28日まで／今がシャツタｌ
チャンスです。お気糎に応募してください。

秋

㊥
冬の水巻喝を感じさせる季蔚感あふれる写真をお

しています。募集の締め切りは2月28日（月）です。
●題　材　水巻曙の自然や祭り、伝統行事、生活風景な

冬を感じさせる作品

●応募作品　カラープリント2ＬサイズＯａ7センチ×
17 7センチ）～4ツ切りサイズ

●撮影期間　平成5年10月1日から平成6年2月288ま

でに撮影したもの

●表　彰　♭金賞　0人）賞金1万円　♭銀賞（2人）

賞金5千円　♭銅賞（3人）賞金3千円　♭入選（5人）
賞品
入選以上の作品は、自動的に『水巻昭ここうのフォト

コンテスト』への応募となり、審査の対象となります。

入賞作品の著作権は∴作品提出日から主催者に帰属し
ます。

●応募・問い合わせ　役場企画課ＴＥＬ20ト4321

蕃毒；

蓋歪

以

ぶ 好酷 Ｅｙ 滴“

，，・．鸞ミ　 』

“ぉ園－“、ご

こ日日いと芸≒ここ消＝　　－ここニー；ヨ彗虹≡ユ血題［こ．ニ・モ
デル、．．

遅
：ニ・．．・こ鍋

：嘉

ど害一芸ニー…ｒささ7－…ｊニ………ニ・一・

㌢待

ｇウノさ顎頚 ・　 迂こプこ；

ガニ・ｙ紺璧

威 景 場 箔

洪

骨
が．

Ｍ ｌ Ａ
こ．．幸弦 ＿寺予、僚 ′‾′．、

ｌ準 優 勝 巨　 位

捷 単 辛 草 薮 坂本　 義 治 三 好　 弘幸 須本　 栄 二

凍 単 項 掬 辛 中川　 哲 平 三 好　 俊弘 松木　 貴 臣

、塞密 生 ′‥演 者 井上 あか ね 窪　　 智美 安 田　 秀子

蔓 較 齢 狛 紬 順 リ　関 也 小 野　 礼－ 倉　　 淳 二

中 細 紳 串 緋 清水　 明 徳 徳 川　 勝 行 野 坂　 時夫

●

●ｌ



働
く
気
持
ち
応
援
し
ま
す

シ
ル
バ
「
能
力
活
用
事
業

町
社
会
福
祉
協
議
会

希
望
す
る
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
現
在
登
録
中
の
人
も
更
新

手
続
が
必
要
で
す
。

●
申
込
資
格
　
①
町
内
に
住
み
健
康
で

働
く
意
志
の
あ
る
お
お
む
ね
6
0
歳
以

上
の
人
。
②
特
技
や
技
術
が
な
く
て

も
受
け
付
け
ま
す
。

●
仕
事
内
容
　
㈲
徐
草
作
業
　
㈲
大
工

㈱
植
木
せ
ん
て
い
等
　
㈲
河
川
敷
公

園
管
理
　
㈲
総
合
運
動
公
園
管
理

㈲
東
水
巻
駅
前
公
園
管
理
　
用
タ
ー

ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
管
理
　
㈱

町
内
公
園
遊
具
点
検
清
掃
管
理

●
募
集
期
間
　
平
成
6
年
2
月
か
ら

亨問い合わせは

水巻町役場……20ト4321

中央公民館‥…・20ト0401

南部公民館…‥・202－2472

総合運動公薗内

（体　育　係）……201－4000

（テニスコート）・…‥201－5757

町民体育館……201－3936

えぶり　山荘……202－6230

福祉センター‥…・201－0794

社会福祉協議会……202－3700

（
随
時
募
集
い
た
し
ま
す
）

●
登
録
期
間
　
平
成
6
年
4
月
か
ら
平

成
7
年
3
月
ま
で
　
（
一
年
間
）

●
申
込
方
法
　
申
込
書
は
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
あ
り
ま
す
。
印
鑑
を
持
っ

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

建
設
王
事
の
入
札
参
加
者
は

4
月
1
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
（
写
）
・

町
税
の
納
税
証
明
・
町
指
定
の
業
者

カ
ー
ド
　
（
百
円
）

※
業
者
カ
ー
ド
裏
面
の
地
図
は
、
詳
細

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

《
測
量
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
の
追

加
受
付
も
行
い
ま
す
》

受
付
内
容
は
、
建
設
工
事
の
入
札
参

加
者
と
同
じ
で
す
。

管
　
財
　
係

平
成
6
年
度
に
町
が
発
注
す
る
建
設

工
事
の
入
札
に
、
参
加
を
希
望
す
る
業

者
の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
登
録
し
て
い
る
業
者
の

更
新
手
続
き
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
4
月
1
日
～
1
5
日

（
土
曜
日
・
日
曜
日
は
除
く
）

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

●
受
付
場
所
　
役
場
財
政
課
管
財
係

●
提
出
書
類

【
追
加
受
付
】
平
成
5
年
度
に
申
請
し

て
い
な
い
業
者

建
設
省
統
一
様
式
・
町
指
定
の
業
者

カ
ー
ド
　
（
百
円
）

【
更
新
受
付
】
平
成
5
年
度
に
申
請
し
、

登
録
さ
れ
た
業
者

「

【
定
時
制
】

▽
願
書
受
付
　
2
月
1
5
日
か
ら
2
2
日
の

正
午
ま
で

▽
学
力
検
査
　
3
月
9
日
　
（
水
）
　
（
2
0

歳
以
上
の
志
願
者
は
、
学
力
検
査
の

代
わ
り
に
作
文
で
受
検
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
）

【
通
信
制
】

▽
願
書
受
付
　
3
月
2
7
日
～
4
月
3
日

▽
合
否
の
決
定
　
願
書
を
提
出
す
る
と

き
に
面
接
と
書
類
審
査
を
行
い
、
合

否
を
決
め
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
教
育
庁
指
導

第
一
部
高
校
教
育
課
℡
　
（
0
9
2
）

6

5

1

局

1

1

1

1

番

県
立
直
方
聾
学
校
の

幼
稚
部
の
入
学
生
を
募
集

県
立
直
方
聾
学
校

●
対
　
象
　
①
聴
覚
障
害
の
た
め
に
き

こ
え
や
言
葉
の
発
達
で
困
っ
て
い
る

幼
児
　
②
昭
和
6
3
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
幼
児
　
（
4
歳
児
と
5
歳
児
の
編
入

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

●
募
集
期
限
　
2
月
1
7
日

●
入
学
選
考
日
　
3
月
2
日
　
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
立
直
方
聾
学

校
　
（
直
方
市
感
田
3
1
7
－
1
）
　
℡

（

0

9

4

9

2

）

　

6

局

5

3

5

1

番

働
き
な
が
ら
学
べ
ま
す

定
時
制
高
校
の
生
徒
募
集

福
岡
県
教
育
庁

働
き
な
が
ら
高
校
教
育
を
受
け
た
い

人
の
た
め
に
県
立
高
校
の
定
時
制
課
程

と
通
信
制
課
程
で
は
、
6
年
度
の
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

●と　き／2月28日（月）

年前10時～

●とこう／役場2階201会議室

●公売物件／電話加入権4台

●公売方法／入札

●代金の納付／当日の納付に限

ります。

●問い合わせ／税務課納税係

※中止の場合がありますので、

事前に確認してください。
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2
月
1
日
か
ら
規
制
さ
れ
ま
す

拡
声
器
に
よ
る
暴
寄
書

折
尾
警
察
署

2
月
1
日
か
ら
「
拡
声
器
に
よ
る
暴
騒

音
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
静

か
な
日
常
生
活
を
守
る
た
め
、
社
会
常

識
の
範
囲
を
超
え
た
暴
力
的
な
拡
声
器

騒
音
を
規
制
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
運
動
会
や
お
祭
り

な
ど
を
除
き
、
8
5
デ
シ
ベ
ル
　
（
地
下
鉄

の
車
内
音
が
8
0
デ
シ
ベ
ル
程
度
）
　
を
超

え
る
拡
声
器
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
折
尾
警
察
署
℡
6
9

1

局

0

0

3

1

番

へ

の
人
　
（
常
勤
の
公
務
員
と
県
政
モ
ニ

タ
ー
経
験
後
5
年
以
内
の
人
は
除
く
）

●
任
　
期
　
4
月
～
平
成
7
年
3
月

●
申
込
期
限
　
2
月
2
8
日

●
応
募
方
法
　
役
場
庶
務
係
に
用
意
し

て
あ
る
応
募
ハ
ガ
キ
に
「
県
政
に
関

心
の
あ
る
こ
と
」
を
記
入
の
上
、
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県

総
務
部
広
報
課
「
県
政
モ
ニ
タ
ー
」

担
当
係
　
（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7

－

7

）

　

℡

　

（

0

9

2

）

　

6

5

1

局

1

1

1

1

番

●
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
　
（
弁
護

士
・
法
務
局
職
員
）

●
と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
法
務

局
人
権
相
談
室
　
（
福
岡
市
中
央
区
舞

鶴

3

－

9

－

1

5

）

　

℡

　

（

0

9

2

）

　

7

2

1

局

4

5

7

0

番

お
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い

外
国
人
の
た
め
の
人
権
相
談
所

へ

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
①
写
真
2

枚
　
（
縦
9
セ
ン
チ
、
横
7
・
5
セ
ン
チ
）

②
印
鑑
　
③
住
民
票
謄
本
　
（
再
婚
者

は
戸
籍
謄
本
も
必
要
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
㈲
福
岡

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
　
（
福
岡
市

中
央
区
六
本
松
1
－
2
2
－
2
）
　
℡

（

0

9

2

）

　

7

5

1

局

3

2

3

9

番

福
岡
法
務
局

身
体
障
害
者
の
ｒ
つ
ど
い
Ｌ
で

お
見
合
い
を
し
ま
せ
ん
が

聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
ア
ナ
タ
の
声

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
中

福
岡
県
広
報
課

県
で
は
「
開
か
れ
た
県
政
」
を
め
ざ

い
、
皆
さ
ん
か
ら
県
に
対
す
る
意
見
や

要
望
を
お
聴
き
す
る
た
め
、
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
県
内
に
住
む
2
0
歳
以
上

日
本
の
法
制
度
を
十
分
に
理
解
し
て

い
な
い
た
め
、
生
活
に
不
便
を
感
じ
て

い
ま
せ
ん
か
。
法
務
局
で
は
、
外
国
人

を
対
象
に
就
労
・
帰
化
・
住
宅
・
入
国

管
理
な
ど
の
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
毎
月
第
2
水
曜
日
午
後
1

時
～
4
時
　
（
祝
日
を
除
く
）

福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は

結
婚
を
希
望
す
る
体
の
不
自
由
な
人
の

つ
ど
い
　
（
集
団
見
合
い
）
　
を
3
月
6
日

（
日
）
　
に
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
協
会
へ
の
登
録
が
必
要

で
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
2
月

2
1
日
ま
で
に
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
1
Ａ
遠
賀
水
巻
支
所
年
金
友
の
会

陶
芸
部
　
様

●
遠
賀
郡
農
業
振
興
連
絡
協
議
会
　
棟

●
噴
末
カ
ト
リ
ッ
ク
水
巻
教
会
　
様

香
典
返
し
と
し
て

●
頃
末
　
　
　
故
・
後
藤
　
黄
成
様

後
藤
み
よ
子
様

●
高
松
団
地
　
故
・
畑
野
　
徳
男
様

畑
野
万
千
代
様

●
高
松
団
地
　
故
・
福
岡
　
梅
子
様

福
岡
　
寿
　
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
丸
山
　
銀
蔵
様

丸
山
カ
ズ
エ
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
千
田
ス
ミ
子
様

徳
重
　
妙
子
様

●
梅
ノ
木
団
地
故
・
山
田
キ
ク
ノ
様

山
田
　
明
美
様

●
下
二
　
　
　
故
・
吉
田
　
喬
　
様

吉
田
　
タ
ミ
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
古
賀
サ
ツ
キ
様

古
賀
　
義
隆
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
筆
保
　
英
二
様

筆
保
眞
知
子
様

●
吉
田
団
地
　
故
・
山
本
　
郁
夫
様

山
本
　
研
一
一
棟

●
下
二
　
　
　
故
・
竹
辺
　
正
明
様

竹
辺
　
初
江
様

●
吉
田
団
地
　
故
・
関
屋
　
智
佳
様

関
屋
芙
由
美
様

●
二
　
　
　
　
故
・
矢
野
シ
ズ
ヱ
様

矢
野
ヒ
サ
コ
様

●
伊
左
座
　
　
故
・
吹
田
マ
ツ
エ
様

吹
田
　
国
臣
様

●
古
賀
　
　
　
故
・
奥
　
　
精
　
様

奥
　
カ
ツ
ヱ
様

故
・
上
村
チ
サ
ト
様

上
村
　
隆
男
様

11三　≡

「和食を見直そう」と題して、

料理研究家の高畑康子さんの講

演と調理実習を行います。楽し

い料理つくりです。ふるってご

参加ください。

●と　き　3月10日（木）

午前9時～正午

●募集人員　20人（定員になり

しだい締め切ります）

●材料費1000円程度

●持ってくるもの　エプロン

●募集期間　2月14日～25日

●申し込み　南部公民館

●と　き

2月21日（月）～28日（月）

●ところ

中央公民館展示コーナー

●展示作品

【魚拓コース】

縁起魚拓「鯛」「かわはぎ」

【つまみぐいコース】

パッチワーク・ちぎり絵・

折り紙

【押し花コース1

しおり・カレンダー・短冊・

クリスマスカードほか

1．7



道
祖
神
が
道
標
と
し
て
祭
ら
れ
は
じ

め
た
の
は
、
平
安
朝
の
末
期
か
ら
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
村
々
の
境
や

道
の
辻
、
山
麓
な
ど
に
建
て
ら
れ
、
村

人
の
運
命
や
、
健
康
を
守
り
ま
た
旅
人

の
安
全
を
祈
る
意
味
で
祭
ら
れ
ま
し
た
。

や

つ

る

ぎ

　

　

　

こ

う

ぎ

ょ

く

現
在
の
水
巻
に
も
、
八
叙
神
社
の
輿
玉

し
ん神

や
、
伊
豆
神
社
の
猿
田
彦
命
な
ど
、
い

く
つ
か
の
道
祖
神
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
道
祖
神
は
祭
神
が
複
雑
で
幸
の

こ
う
し
ん

神
、
庚
申
尊
、
猿
田
彦
大
神
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ
り
、
水
巻
で
は
サ
ヤ
ノ
カ
ミ
ま

こ
う
し
ん

た
は
庚
申
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
道
祖
神
は
道
の
神
と
し
て
だ
け
で

せ
き

な
く
、
咳
の
神
、
疫
病
の
神
と
し
て
あ

が
め
ら
れ
、
一
般
の
信
仰
を
集
め
て
い

ま
し
た
。
中
で
も
、
河
守
神
社
に
あ
る

内
灘
智
疇
樽
仲

と
で
、
防
ぎ
さ
え
ぎ
る
神
の
こ

垣
生
、
底
井
野
（
中
間
市
）

直
射
日
光
に
照
り

い
つ
の
間
に
か
汗
が
首
筋

れ
る
の
で
し
た
。
や
が
て
勅
使
が

日
本
固
有
の
民
間
信
仰
と
し
て
、
祭
り

神
も
い
つ
の
間
に
か
、
複
雑
さ
を
加
え

本
来
の
道
祖
神
（
サ
ヤ
ノ
カ
ミ
）
　
は
猿

田
彦
大
神
に
か
わ
り
、
い
つ
し
か
鼻
の

高
い
天
狗
の
像
や
三
猿
を
置
く
な
ど
、

一
般
の
信
仰
を
集
め
る
に
つ
れ
、
変
化

を
し
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
道
祖
神
の
建
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
村
外
れ
の
子
供
の
遊
び
場
と
し
て

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
を
み
せ
て
い
て
い

ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
道
祖
神
の
前
を

通
る
た
び
に
道
の
小
石
を
道
祖
神
に
供

え
る
こ
と
が
習
慣
と
な
っ
て
い
た
よ
う

で
、
道
祖
神
と
子
供
の
仲
は
良
か
っ
た

よ
う
で
す
。

永
い
旅
を
つ
づ
け
て
い
る
人
が
、
こ

の
一
里
塚
に
も
似
た
道
祖
神
を
兄
い
だ

す
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
こ
と

を
経
て
赤
間
（
宗
像
市
）
　
を
通
る
道
筋

に
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
沿

道
の
寺
院
は
門
を
閉
じ
て
、
幕
を
張
り

め
ぐ
ら
し
、
地
蔵
像
や
観
音
仏
の
よ
う

む
し
ろ

な
も
の
に
は
延
で
囲
い
を
し
て
勅
使

の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
隠
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
つ
ま
り
僧
侶
の
姿
を
し
た
人

は
一
切
沿
道
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ

頭
を
丸
め
た
医
者
が
吉
田
村
に
住
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
の
医
者
は
一
世
一
代
の

盛
事
に
参
列
す
る
こ
と
を
待
つ
一
人
で

し
た
が
、
頭
髪
だ
け
は
ど
う
す
る
こ
と

も
出
来
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
思
い
め
ぐ

ま
げ

ら
し
た
結
果
、
頭
に
菅
を
の
せ
る
こ
と

を
思
い
つ
き
、
古
毛
を
集
め
て
髭
を
つ

く
り
、
ぴ
ん
つ
け
で
頭
に
張
り
つ
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
や
が
て
勅
使
の
通

間
も
な
く
通
過
す
る
と
前
触
れ
が
あ

い
ぎ

り
、
威
儀
を
正
す
た
め
に
頭
に
手
を
や

る
と
、
膏
が
な
い
。
あ
わ
て
た
が
こ
ん

な
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
、
予
備
に
持
っ

そ
で

て
い
た
膏
を
袖
か
ら
取
り
出
し
て
、
手

早
く
頭
に
の
せ
通
過
を
か
し
こ
ま
っ
て

送
る
こ
と
が
で
き
、
や
れ
や
れ
と
胸
を

な撫
で
た
と
こ
ろ
突
然
ま
わ
り
の
人
達
か

ら
笑
い
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
皆
が

こ
の
医
者
の
頭
を
指
し
な
が
ら
笑
っ
て

い
る
の
で
す
。
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
と

頭
に
手
を
や
っ
て
み
る
が
菅
は
ち
ゃ
ん

と
着
い
て
い
る
。
念
の
た
め
に
後
頭
に

手
を
や
る
と
な
ん
と
、
落
と
し
た
と

思
っ
た
先
に
付
け
た
官
の
ぴ
ん
つ
け
が

な
が
れ
て
後
頭
に
つ
い
て
い
た
の
で

す
。
結
局
こ
の
医
者
は
二
つ
の
者
を
つ

け
て
か
し
こ
ま
っ
て
ヾ
勅
使
を
拝
顔
し

た
の
で
し
た
。
こ
の
事
は
そ
れ
か
ら
し

ば
ら
く
、
「
○
○
さ
ん
の
二
つ
嘗
」
と
村

人
の
笑
い
話
し
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

車
1
月
3
0
日
、
若
松
区

岸
へ
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
寒

げ
い
こ
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
久
し
ぶ
り
の
大
雪
で
、

町
は
う
っ
す
ら
と
雪
化
粧
。
厳
し

い
寒
さ
の
中
、
子
供
た
ち
が
、
元

気
に
練
習
し
て
い
る
姿
に
は
、
た

だ
た
だ
感
心
す
る
ば
か
り
。
こ
の

日
、
子
供
た
ち
が
見
せ
て
く
れ
た

勇
気
と
根
性
を
見
習
い
頑
張
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
で
7
0
0
号
を
迎

え
た
広
報
み
ず
ま
き
を
、
確
か
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
熱

意
と
根
性
の
ほ
か
に
暑
さ
、
寒
さ

に
強
い
体
づ
く
り
も
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
　
　
　
（
寺
田
）

●

℡
皆
さ
ん
は
、
古
い
本
や
書
類
を

読
む
う
ち
に
体
が
か
ゆ
く
な
る
と

い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
7

0
0
号
の
特
集
を
作
る
に
は
ま

ず
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
を
書
庫
か

ら
引
っ
張
り
出
し
て
読
ま
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
右
手
で
ペ
ー
ジ
を
め

く
り
な
が
ら
、
左
手
で
背
中
や
足

を
掻
く
と
い
う
状
殻
が
続
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
「
か
ゆ
み
」

も
編
集
作
業
も
忘
れ
て
読
み
ふ
け

り
、
帰
り
が
遅
く
な
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
。
何
十
年
も
昔
の
知
ら
な

い
出
来
事
や
素
晴
ら
し
い
写
真
な

ど
を
紙
面
の
中
で
発
見
す
る
た
び

に
二
へ
ぇ
ー
」
「
す
げ
ぇ
ー
」
を

連
発
。
そ
れ
と
同
時
に
、
会
っ
た

こ
と
も
な
い
歴
代
の
広
報
マ
ン
た

ち
も
原
稿
用
紙
を
前
に
同
じ
苦
労

を
し
て
い
た
の
か
と
思
う
と
胸
が

つ
ま
っ
て
き
ま
す
。
さ
あ
、
過
去

を
振
り
返
る
の
も
お
し
ま
い
。
す

ぐ
目
の
前
に
は
、
7
0
1
号
が

待
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
（
蔵
元
一

腑
…
担
す
昏

14
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